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川
　
口
　
高
　
風

は
じ
め
に

　
本
稿
は
「
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
」
第
五
十
四
巻
第
四
号
（
平
成
十

九
年
三
月
）
に
所
収
の
拙
稿
「
明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
一
）」
の
続

編
で
、「
あ
」
項
の
続
き
で
あ
る
。
全
項
の
人
物
誌
が
完
成
し
た
時
は
『
近
・

現
代
曹
洞
宗
人
名
辞
典
』
と
題
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
、
一
日
も
早
い
完
成

を
め
ざ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
集
中
力
と
精
力
を
か
な
り
費
す
仕
事
の
た

め
、
自
分
の
生
命
が
あ
る
う
ち
に
完
成
で
き
る
か
心
配
し
て
い
る
。
何
と
か

無
事
刊
行
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
た
い
。

　
凡
　
例

　﹇
見
出
し
項
目
﹈

一
、 

収
録
人
物
は
明
治
期
以
降
の
顕
著
な
業
績
を
示
し
た
人
物
で
、
既
没
者

の
み
を
採
取
し
た
。

二
、 

見
出
し
の
人
名
は
当
時
用
い
た
旧
漢
字
と
し
た
。
事
歴
の
本
文
は
新
字

体
を
用
い
た
が
、
旧
字
体
を
使
用
し
た
も
の
も
あ
る
。

三
、 

見
出
し
の
項
目
は
か
な
見
出
し
を
太
字
で
示
し
、
次
に
漢
字
を
掲
げ

た
。

四
、 

か
な
見
出
し
項
目
は
姓
と
名
の
間
に
ダ
ー
シ
を
挿
入
し
て
読
み
や
す
く

し
た
。

　﹇
見
出
し
項
目
の
配
列
﹈

一
、 

五
十
音
順
に
配
列
し
た
。

二
、 

同
音
同
字
の
漢
字
項
目
は
時
代
順
（
没
年
順
）
に
配
列
し
た
。

三
、 

同
音
異
字
の
漢
字
項
目
は
第
一
字
目
の
画
数
の
少
な
い
も
の
か
ら
の
順

と
し
た
。
ま
た
、
第
一
字
目
が
同
画
数
の
時
は
第
二
字
以
降
の
画
数
の

少
な
い
も
の
か
ら
配
列
し
た
。

　﹇
本
文
の
記
述
と
そ
の
順
序
﹈

一
、 

本
文
の
記
述
は
敬
語
、
敬
称
の
使
用
を
避
け
た
。

二
、 

収
録
に
あ
た
っ
て
は
歴
住
地
、
号
、
字
、
生
年
月
日
、
父
母
、
誕
生

地
、
受
業
師
、
本
師
、
学
歴
、
僧
堂
安
居
歴
、
宗
門
役
職
歴
、
社
会
的

職
歴
、
著
作
類
、
示
寂
（
没
）
年
月
日
、
行
年
、
参
考
文
献
の
順
と
し

た
。
不
明
な
場
合
は
記
し
て
い
な
い
。

三
、 

編
集
す
る
に
あ
た
り
、
基
本
的
に
は
直
接
、
歴
住
地
に
問
い
合
わ
せ
し

た
返
書
に
も
と
づ
い
て
執
筆
し
た
。
そ
れ
以
外
に
参
考
と
し
た
文
献
は

末
尾
に
掲
げ
た
。

四
、 

伝
記
中
の
元
号
の
一
番
最
初
（
初
筆
）
に
西
暦
を
入
れ
た
。
た
だ
し
、

伝
記
中
の
生
没
年
に
は
西
暦
を
入
れ
な
い
。

五
、 
寺
院
の
所
在
地
は
平
成
の
大
合
併
に
よ
る
新
市
町
村
名
へ
の
変
更
は

行
っ
て
い
な
い
。

六
、 

歴
住
地
は
歴
住
の
順
序
通
り
で
な
い
も
の
も
あ
り
、
何
世
か
不
明
な
場

合
は
記
し
て
い
な
い
。
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あ
か
ま
つ‒

じ
た
ん　

赤
松
慈
潭　

 

－

昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）

大
田
市
栄
泉
寺
二
十
二
世
。
号
は
刻
舟
。
兵
庫
県

に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
和
田
慈
穏
。
関

市
龍
泰
寺
や
京
都
建
仁
寺
に
安
居
し
、
竹
田
黙
雷

に
参
随
し
た
。
宗
務
支
局
長
、
宗
務
所
長
、
邇
摩

郡
保
護
会
長
な
ど
を
務
め
、
昭
和
十
六
年
八
月
三

十
日
に
六
十
六
歳
で
示
寂
し
た
。（『
現
代
仏
教
家

人
名
辞
典
』）

あ
か
ま
つ‒

ぶ
つ
か
い　

赤
松
佛
海　

 
－

昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）

岡
山
県
小
田
郡
禅
源
寺
二
十
八
世
、
井
原
市
善
福

寺
三
十
一
世
。
号
は
為
船
。
広
島
県
に
生
ま
れ

る
。
受
業
師
、
本
師
は
赤
松
正
道
。
赤
松
月
船
、

赤
松
暁
三
に
参
随
し
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三

一
）
四
月
に
長
田
暁
玄
と
と
も
に
『
洞
松
寺
住
職

後
任
候
補
植
田
即
法
師
辞
退
要
求
理
由
と
事
情
並

意
見
』
を
著
わ
す
。
地
方
布
教
部
委
員
長
、
後
月

郡
仏
教
会
長
な
ど
を
務
め
、
昭
和
三
十
年
九
月
二

十
八
日
に
八
十
五
歳
で
示
寂
し
た
。（『
現
代
仏
教

家
人
名
辞
典
』）

あ
が
わ‒

だ
ん
で
い　

阿
川
断
泥　

 

天
保
五
年（
一
八
三
四
）－

大
正
四
年（
一
九

二
五
）

徳
山
市
興
元
寺
二
十
五
世
、
徳
山
市
保
安
寺
十
三

世
、
山
口
市
福
厳
院
十
七
世
、
山
口
市
泰
雲
寺
独

住
一
世
、
鹿
児
島
県
福
昌
寺
、
萩
市
亨
徳
寺
十
八

世
、
信
州
長
国
寺
、
壱
岐
華
光
寺
二
十
七
世
、
福

岡
県
龍
国
寺
。
号
は
卍
鏡
。
姓
は
滝
と
も
い
う
。

天
保
五
年
十
一
月
一
日
に
徳
山
藩
毛
利
家
の
家
臣

の
家
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
興
元
寺
の
黙
淵
、

本
師
は
祖
学
黙
禅
。
龍
海
院
の
奕
堂
に
も
参
随
し

て
い
る
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
夏
、
興
元

寺
に
首
先
安
居
し
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四

月
か
ら
翌
年
夏
ま
で
江
戸
駒
込
の
栴
檀
林
に
掛
錫

し
た
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
五
月
に
保
安
寺

に
首
先
住
職
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
十
二
月

に
福
厳
院
へ
転
住
し
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

十
二
月
に
泰
雲
寺
へ
住
職
す
る
。
明
治
十
年
に
第

一
次
末
派
総
代
会
議
員
を
務
め
、
十
二
年
十
月
に

鹿
児
島
県
の
福
昌
寺
に
住
職
し
た
。
十
四
年
に
第

二
次
末
派
総
代
会
議
員
を
務
め
、
十
五
年
七
月
に

興
元
寺
、
二
十
一
年
四
月
に
亨
徳
寺
、
二
十
七
年

二
月
に
長
国
寺
に
住
職
し
、
二
十
八
年
に
『
周
防

龍
文
寺
三
世
中
興
器
之
為
璠
禅
師
行
巻
』
二
巻
を

刊
行
し
た
。
三
十
三
年
四
月
に
壱
岐
華
光
寺
に
住

職
す
る
。
總
持
寺
の
侍
者
、
後
堂
を
務
め
た
。

『
参
同
契
宝
鏡
三
昧
解
』
を
出
版
し
て
お
り
、
興

元
寺
で
大
正
四
年
一
月
十
六
日
に
八
十
二
歳
で
示

寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』、『
龍
国
寺
歴
住
世
代

記
録
』、
橋
本
隆
哉
「
諸
嶽
山
版
坐
禅
用
心
記
幷

三
根
坐
禅
説
不
能
語
の
再
版
と
阿
川
断
泥
和
尚
」

（「
宗
学
研
究
」
第
十
六
号
））

あ
き
な
り‒

け
ん
ど
う　

秋
成
賢
道　

 

天
保
二
年（
一
八
三
一
）－

明
治
三
十
一
年

（
一
八
九
八
）

岡
山
県
苫
田
郡
宝
樹
寺
八
世
、
岡
山
県
久
米
郡
円

通
寺
十
六
世
。
号
は
獨
明
。
天
保
二
年
十
月
二
十

日
に
大
分
県
西
国
東
郡
羽
根
村
の
秋
成
茂
右
衛
門

の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
守
謙
、
本
師
は

隆
瑞
。
龍
海
院
の
奕
堂
に
随
身
し
、
江
戸
駒
込
吉

祥
寺
学
寮
で
修
学
し
た
。
教
導
職
試
補
、
權
訓
導

に
拝
命
さ
れ
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
月

十
七
日
に
大
分
県
国
東
郡
宝
泉
寺
の
守
謙
に
つ
い

て
得
度
し
、
十
四
年
冬
に
大
分
県
速
見
郡
の
長
流

寺
住
職
孝
天
の
初
会
に
入
衆
し
た
。
安
政
元
年
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（
一
八
五
四
）
三
月
よ
り
同
四
年
七
月
ま
で
龍
海

院
の
奕
堂
に
随
身
、
四
年
冬
に
大
分
県
宇
佐
郡
定

林
寺
の
丹
法
の
初
会
で
立
職
、
五
年
十
二
月
十
九

日
に
大
分
県
速
見
郡
の
宝
福
寺
の
隆
瑞
の
室
に

入
っ
て
嗣
法
、
六
年
八
月
十
三
日
に
永
平
寺
で
転

衣
し
上
京
す
る
。
六
年
九
月
よ
り
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
）
十
一
月
迄
駒
込
吉
祥
寺
学
寮
に
お
い
て

修
学
し
、
慶
応
元
年
十
一
月
二
十
日
に
円
通
寺
へ

住
職
し
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
七
月
十
九
日

に
宝
樹
寺
へ
転
住
、
十
年
夏
、
同
寺
に
お
い
て
初

会
結
制
を
修
行
し
た
。
三
十
一
年
九
月
二
日
に
六

十
九
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。

あ
き
の‒

こ
う
ど
う　

秋
野
孝
道　

 

安
政
五
年（
一
八
五
八
）－
昭
和
九
年（
一
九

三
四
）

總
持
寺
独
住
第
七
世
、
天
徳
院
、
大
洞
院
、
可
睡

斎
に
住
職
す
る
。
号
は
大
忍
。
禅
師
号
は
黙
照
円

通
禅
師
。
安
政
五
年
四
月
十
八
日
、
静
岡
県
榛
原

郡
相
良
町
浪
津
の
秋
野
新
七
の
三
男
に
生
ま
れ

る
。
受
業
師
は
伊
藤
慶
道
、
本
師
は
加
藤
玄
裔
。

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
浜
松
市
天
林
寺
専
門

支
校
に
入
る
。
十
三
年
に
同
支
校
の
学
監
と
な

る
。
十
五
年
十
月
二
十
五
日
に
は
駒
込
吉
祥
寺
内

の
曹
洞
宗
大
学
林
専
門
本
校
に
入
学
し
十
九
年
に

卒
業
し
た
。
西
有
穆
山
に
就
て
、
十
三
年
間
『
正

法
眼
蔵
』
の
研
究
を
行
っ
た
。
二
十
二
年
四
月
十

三
日
に
天
徳
寺
、
四
十
年
七
月
二
十
九
日
に
大
洞

院
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
六
月
十
三
日
に
可

睡
斎
な
ど
を
歴
住
し
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

十
二
月
四
日
に
總
持
寺
の
貫
首
に
就
任
し
た
。
明

治
二
十
三
年
に
は
天
徳
寺
認
可
僧
堂
を
開
単
し
、

曹
洞
宗
大
学
林
学
監
、
静
岡
県
第
一
号
訓
導
取

締
、
静
岡
県
甲
号
総
教
会
講
長
、
続
洞
上
聯
燈
録

編
纂
材
料
蒐
集
委
員
、
第
五
区
末
派
総
代
正
員
議

員
、
第
三
中
学
林
監
理
、
大
学
林
教
頭
、
曹
洞
宗

大
学
総
監
代
辨
、
同
大
学
林
長
代
辨
、
曹
洞
宗
議

会
特
選
議
員
、
曹
洞
宗
教
育
会
議
員
、
永
平
寺
後

堂
、
眼
蔵
会
講
師
、
曹
洞
宗
大
学
長
、
總
持
寺
西

堂
な
ど
を
務
め
た
。
著
作
に
は
『
禅
宗
綱
要
』

『
教
授
戒
文
纂
解
』『
五
位
要
訣
』『
禅
の
安
心
』

『
正
法
眼
蔵
聴
講
筆
記
』『
坐
禅
箴
・
三
根
坐
禅
説

講
話
』『
坐
禅
用
心
記
』『
参
同
契
』『
宝
鏡
三

昧
』『
從
容
録
』『
雪
竇
禅
師
頌
古
称
提
』『
般
若

心
経
』『
普
勧
坐
禅
儀
』『
碧
巖
集
』『
曹
洞
宗

意
』
な
ど
の
講
話
、『
正
伝
三
昧
の
大
意
』『
洞
上

安
心
の
妙
訣
』『
禅
学
入
門
』『
禅
戒
の
大
意
』

『
此
処
に
道
あ
り
』『
修
養
禅
』『
味
禅
の
活
用
』

『
禅
の
骨
髄
』『
禅
の
要
諦
』『
徹
底
禅
』『
黙
照
円

通
禅
師
語
録
』
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
九
年
二
月
二

十
日
に
七
十
七
歳
で
示
寂
し
た
。（『
大
乗
禅
』
第

十
一
巻
第
四
号
、
大
塚
洞
外
『
秋
野
孝
道
禅
師
略

繪
傳
』、『
曹
洞
宗
名
鑑
』、『
總
持
寺
誌
』）

あ
き
ひ
ら‒

と
く
じ
ょ
う　

秋
平
徳
乗　

 

明
治
四
年（
一
八
七
一
）－

昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）

兵
庫
県
興
禅
寺
十
四
世
。
号
は
大
運
。
明
治
四
年

一
月
一
日
に
兵
庫
県
養
父
郡
出
石
町
の
中
島
家
に

生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
秋
平
改
禅
。
二
十

二
年
（
一
八
八
九
）
に
洞
仙
寺
の
小
出
海
心
初
会

に
入
衆
、
二
十
五
年
に
養
源
寺
の
紫
安
石
雲
の
随

意
会
に
て
立
職
、
同
年
、
秋
平
改
禅
に
嗣
法
。
三

十
三
年
、
永
平
寺
に
瑞
世
。
明
治
二
十
年
に
は
兵

庫
県
の
聯
芳
学
林
に
入
学
し
、
そ
の
課
程
を
卒
へ

て
曹
洞
宗
大
学
林
に
入
学
。
三
十
五
年
に
卒
業
。

三
十
九
年
に
内
地
留
学
生
に
選
抜
せ
ら
れ
宗
乗
を

専
攻
し
、
同
年
に
興
禅
寺
へ
住
職
し
た
。
初
会
結

制
修
行
後
、
第
三
中
学
林
教
授
と
な
り
、
台
湾
布
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教
師
に
も
就
く
。
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
十
五
日

に
八
十
九
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

あ
き
や
ま‒

ご
あ
ん　

秋
山
悟
庵　

 

文
久
三
年（
一
八
六
三
）－

昭
和
十
八
年（
一

九
四
三
）

上
越
市
真
慶
寺
三
十
三
世
、
上
越
市
賞
泉
寺
二
十

世
、
上
越
市
顕
聖
寺
三
十
三
世
。
号
は
雄
道
。
文

久
三
年
九
月
一
日
に
新
潟
県
東
頸
城
郡
安
塚
村
石

橋
の
秋
山
新
左
衛
門
と
キ
セ
の
次
男
に
生
ま
れ

る
。
受
業
師
は
単
道
雄
傳
、
本
師
は
諦
応
良
観
。

信
州
長
国
寺
の
鶴
沢
古
鏡
に
も
参
随
し
た
。
哲
学

館
の
井
上
円
了
、
村
上
専
精
の
下
で
学
び
、
さ
ら

に
三
宅
雪
嶺
、
新
渡
戸
稲
造
と
も
親
交
し
た
。
明

治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
十
二
月
に
は
現
代
名

家
の
武
士
道
に
関
す
る
時
局
講
話
や
論
説
、
日
露

戦
争
に
関
す
る
時
局
講
談
や
評
録
し
、
将
来
の
国

民
道
徳
教
育
に
役
立
つ
も
の
と
し
た
『
現
代
大
家

武
士
道
叢
論
』
を
編
集
し
た
の
を
は
じ
め
『
禅
と

武
士
道
』、『
禅
と
修
養
』、『
坦
山
和
尚
全
集
』、

『
力
あ
る
修
養
禅
林
講
話
』、『
奥
義
解
説
禅
学
講

話
』、『
青
年
と
禅
』、『
和
訳
聖
典
十
種
』、『
禅
と

英
雄
』、『
禅
の
簡
易
生
活
』
な
ど
を
著
わ
し
た
。

大
正
五
年
に
は
顕
聖
寺
へ
帰
り
、
顕
聖
寺
僧
堂
で

雲
衲
教
育
に
尽
力
し
た
。
十
一
年
に
は
本
師
の
後

住
と
し
て
賞
泉
寺
二
十
世
の
法
燈
を
継
ぎ
、
昭
和

五
年
に
は
顕
聖
寺
三
十
三
世
に
昇
住
し
僧
堂
の
運

営
と
教
育
に
努
め
、
昭
和
十
八
年
九
月
六
日
に
八

十
一
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』、
川
口

高
風
『
明
治
前
期
曹
洞
宗
の
研
究
』）

あ
き
ら‒

り
ょ
う
ざ
ん　

明
楽
梁
山　

 

－

明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）

益
田
市
妙
義
寺
二
十
五
世
、
島
根
県
浜
田
市
禅
床

院
十
三
世
。
号
は
洞
屋
。
本
師
は
瑞
香
梅
山
。
曹

洞
宗
議
員
を
務
め
、
妙
義
寺
の
本
堂
屋
根
替
、
千

休
地
蔵
及
び
そ
の
堂
宇
、
山
門
な
ど
の
建
立
を

行
っ
た
。
犬
養
毅
と
も
親
交
が
あ
り
、
禅
談
を
交

し
て
い
た
。
明
治
四
十
年
一
月
二
十
九
日
に
示
寂

し
た
。

あ
く
ら‒

し
ゅ
う
え
ん　

阿
蔵
秀
寅　

 

明
治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）－

昭
和
三
十
五

年（
一
九
六
〇
）

静
岡
県
磐
田
郡
玖
延
寺
二
十
世
、
静
岡
県
周
智
郡

極
楽
寺
二
十
一
世
、
二
十
四
世
。
号
は
大
峰
。
明

治
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日
に
愛
知
県
海
部
郡
富

田
村
字
千
音
寺
の
横
井
林
右
ヱ
門
の
三
男
に
生
ま

れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
阿
蔵
寛
宗
。
横
井
恵
超

に
参
随
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
五
月
十
日
に
六
十

五
歳
で
示
寂
し
た
。（「
玖
延
寺
歴
住
世
代
帳
」）

あ
け
み‒

じ
せ
ん　

明
翫
慈
船　

 

安
政
六
年（
一
八
五
九
）－

昭
和
十
六
年（
一

九
四
一
）

神
戸
市
北
区
光
明
寺
十
世
、
福
井
県
坂
井
郡
正
瑞

寺
、
滋
賀
県
高
島
郡
宝
光
寺
、
大
津
市
葛
川
村
桂

昌
寺
。
号
は
洞
嶺
。
安
政
六
年
二
月
三
十
日
に
福

井
県
丹
生
郡
白
山
村
の
寺
尾
久
太
夫
の
二
男
に
生

ま
れ
る
。
沙
弥
戒
を
満
岡
慈
舟
に
受
く
。
受
業
師

は
山
田
全
牛
。
本
師
は
明
翫
大
俊
あ
る
い
は
山
田

秀
全
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
冬
、
今
立
郡
高

瀬
村
の
宝
円
寺
高
瀬
聖
道
の
初
会
に
入
衆
。
五
年

よ
り
九
年
迄
、
武
生
町
龍
泉
寺
の
慈
舟
に
隨
侍
し

て
、
内
外
典
を
学
習
す
る
。
九
年
夏
、
近
江
國
犬

上
郡
里
根
村
の
天
寧
寺
福
岡
淙
琴
に
つ
い
て
立
職

し
、
十
年
二
月
よ
り
十
三
年
一
月
迄
、
彦
根
清
凉

寺
の
長
森
良
範
に
随
侍
す
る
。
十
三
年
二
月
よ
り

十
五
年
二
月
迄
、
越
前
南
條
郡
春
日
野
村
の
西
応



─ 　  ─

明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
二
）

101

128

寺
の
上
野
瓶
城
に
随
侍
し
、
二
十
一
年
八
月
よ
り

二
十
三
年
三
月
迄
、
近
江
高
島
郡
朽
木
村
の
興
聖

寺
橋
本
台
嶺
に
随
侍
、
三
十
年
二
月
よ
り
三
十
二

年
二
月
迄
、
名
古
屋
市
東
区
安
斎
院
の
野
々
部
至

游
に
随
侍
。『
曹
洞
宗
大
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
明
治

九
年
九
月
に
山
田
秀
全
の
室
に
入
っ
て
嗣
法
し
、

同
年
九
月
、
永
平
寺
で
転
衣
、
十
年
七
月
、
正
瑞

寺
へ
首
先
住
職
し
た
。
二
十
一
年
三
月
、
宝
光
寺

へ
転
住
し
、
二
十
三
年
夏
に
初
会
結
制
を
修
行
し

た
。
二
十
四
年
十
二
月
、
桂
昌
寺
へ
特
選
に
よ
り

転
住
し
、
三
十
二
年
六
月
、
永
平
寺
の
推
薦
に
よ

り
光
明
寺
に
転
住
す
る
。
三
十
三
年
に
兵
庫
県
第

一
支
局
管
内
布
教
師
、
三
十
四
年
か
ら
大
正
三
年

迄
、
同
県
宗
務
所
長
、
明
治
四
十
四
年
か
ら
大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）
迄
、
同
県
布
教
教
長
を
務

め
る
。
昭
和
十
六
年
五
月
二
十
三
日
に
八
十
五
歳

で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』、「
明
翫
慈
船
自

伝
」）

あ
さ
い‒

た
い
ざ
ん　

浅
井
泰
山　

 

明
治
七
年（
一
八
七
四
）－

大
正
七
年（
一
九

一
八
）

名
古
屋
市
熱
田
区
月
笑
寺
五
世
。
号
は
積
成
。
明

治
七
年
八
月
十
日
に
名
古
屋
市
中
川
区
打
出
に
生

ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
大
島
天
珠
。
杉
本
道

山
、
白
鳥
鼎
三
、
鷹
林
冷
生
、
信
叟
仙
受
ら
に
参

随
し
た
。
二
十
八
年
二
月
に
大
島
天
珠
に
嗣
法

し
、
二
十
九
年
九
月
二
十
六
日
に
永
平
寺
へ
瑞

世
、
同
年
十
二
月
に
月
笑
寺
へ
住
職
し
た
。
愛
知

県
派
出
布
教
師
、
組
長
、
所
長
、
宗
会
議
員
を
務

め
た
。
大
正
七
年
十
一
月
十
四
日
に
四
十
五
歳
で

示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

あ
さ
い‒

だ
い
せ
ん　

浅
井
大
仙　

 

明
治
二
十
四
年（
一
八
九
一
）－

昭
和
五
十
二

年（
一
九
七
七
）

名
古
屋
市
瑞
泉
寺
三
十
三
世
、
静
岡
県
田
方
郡
最

勝
院
四
十
七
世
、
薬
師
寺
十
二
世
、
大
泉
寺
寺
号

開
山
。
号
は
無
外
。
明
治
二
十
四
年
四
月
二
十
一

日
に
名
古
屋
市
天
白
区
天
白
町
大
字
植
田
字
北
屋

敷
の
浅
井
亀
次
郎
と
母
ふ
じ
の
長
男
に
生
ま
れ

る
。
受
業
師
及
び
本
師
は
浅
井
蜜
成
。
明
治
三
十

八
年
（
一
九
〇
五
）
に
高
等
小
学
校
を
卒
業
、
大

正
元
年
（
一
九
一
二
）
七
月
曹
洞
宗
第
三
中
学
林

を
卒
業
、
六
年
七
月
曹
洞
宗
大
学
を
卒
業
し
、
曹

洞
宗
宗
乗
研
究
生
と
し
て
引
き
続
き
在
学
し
た
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
一
）
最
勝
院
の
後
席
を
継

ぎ
、
二
十
五
年
十
二
月
十
日
に
瑞
泉
寺
に
住
職
す

る
。
二
十
八
年
に
名
古
屋
市
南
区
天
白
町
に
布
教

所
を
建
立
し
、
幼
稚
園
も
設
立
し
て
大
泉
寺
と
寺

号
し
た
。
曹
洞
宗
准
師
家
、
静
岡
県
第
三
宗
務
所

長
、
特
派
布
教
師
、
朝
鮮
布
教
師
、
總
持
寺
顧

問
、
總
持
寺
授
戒
会
の
教
授
師
な
ど
に
任
命
さ

れ
、
五
十
年
に
曹
洞
宗
大
教
師
に
補
任
さ
れ
赤
紫

恩
衣
を
許
可
さ
れ
て
い
る
。
五
十
二
年
八
月
二
十

四
日
に
八
十
七
歳
で
示
寂
し
た
。
同
日
、
總
持
寺

よ
り
贈
監
院
を
受
け
て
い
る
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要

覧
』、
浅
井
大
仙
・
川
口
高
風
『
鳴
海
瑞
泉
寺
史
』）

あ
さ
い‒

ば
い
み
ょ
う　

浅
井
梅
明　

 

天
保
元
年（
一
八
三
〇
）－

明
治
三
十
一
年

（
一
八
九
八
）

愛
媛
県
瑞
応
寺
二
十
四
世
、
愛
媛
県
新
居
浜
市
真

光
寺
十
二
世
、
愛
媛
県
今
治
市
大
雄
寺
二
十
六

世
。
号
は
圓
山
。
天
保
元
年
二
月
九
日
に
愛
媛
県

新
居
浜
市
一
宮
町
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
及
び
本

師
は
瑞
応
寺
十
七
世
一
兮
満
三
。
真
光
寺
に
住
し

て
瑞
応
寺
歴
代
の
会
の
役
寮
を
務
め
た
。
明
治
十

九
年
（
一
八
八
六
）
十
月
二
十
八
日
に
瑞
応
寺
へ



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学
　
教
養
部
紀
要
　
第
58
巻
第
１
号

102

127

晋
住
し
、
同
二
十
九
年
五
月
に
退
董
し
て
隠
寮
に

入
っ
た
。
そ
の
間
、
掛
搭
の
雲
衲
を
提
撕
し
た
。

三
十
一
年
九
月
二
日
に
示
寂
し
た
。（『
瑞
応
寺

誌
』）

あ
さ
い‒

み
つ
じ
ょ
う　

浅
井
蜜
成　

 

安
政
四
年（
一
八
五
七
）－

昭
和
五
年（
一
九

三
〇
）

名
古
屋
市
瑞
泉
寺
三
十
一
世
、
薬
師
寺
十
世
、
全

久
寺
法
地
開
山
、
円
道
寺
、
金
剛
寺
寺
号
開
山
。

号
は
道
本
、
安
政
四
年
三
月
九
日
に
名
古
屋
市
天

白
区
天
白
町
植
田
の
浅
井
善
十
郎
の
二
男
に
生
ま

れ
る
。
受
業
師
は
悟
山
哲
心
、
本
師
は
杉
本
道

山
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
三
月
よ
り
十
三
年

九
月
ま
で
生
駒
円
之
、
十
四
年
よ
り
十
五
年
ま
で

鷹
林
冷
生
に
随
侍
し
た
。
十
七
年
三
月
、
教
導
職

試
補
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
八
年
に
愛
知
県
第
一
曹
洞

宗
専
門
支
校
卒
業
。
三
十
六
年
十
二
月
に
は
師

家
、
四
十
年
、
瑞
泉
寺
開
山
五
〇
〇
回
忌
に
森
田

悟
由
、
石
川
素
童
戒
師
の
戒
会
を
務
め
た
。
大
正

七
年
（
一
九
一
八
）
に
は
小
作
争
議
の
調
停
を

行
っ
て
い
る
。
開
山
堂
、
位
牌
堂
、
方
丈
、
茶
室

を
新
築
し
、
昭
和
五
年
五
月
二
十
日
に
七
十
四
歳

で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』、
浅
井
大
仙
・

川
口
高
風
『
鳴
海
瑞
泉
寺
史
』）

あ
さ
く
ら‒

し
ん
り
ゅ
う　

朝
倉
真
隆　

 

－

明
治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）

福
井
県
武
生
市
盛
景
寺
二
十
四
世
、
瑞
林
寺
十
四

世
、
禅
興
寺
二
世
。
号
は
紹
嶽
。
福
井
県
南
條
郡

南
條
町
清
水
村
の
伊
兵
衛
の
次
男
に
生
ま
れ
る
。

受
業
師
及
び
本
師
は
寿
山
益
聳
。
天
保
五
年
（
一

八
三
四
）
十
月
一
日
に
寛
天
寺
の
益
従
に
つ
い
て

得
度
し
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
冬
、
天
徳
院

の
奕
堂
の
下
で
首
座
を
務
め
、
文
久
元
年
（
一
八

六
一
）
十
二
月
九
日
に
盛
景
寺
の
益
聳
の
法
を
相

続
し
た
。
翌
二
年
正
月
、
永
平
寺
で
転
衣
し
、
元

治
元
年
（
一
八
六
四
）
五
月
十
五
日
に
瑞
林
寺
十

四
世
と
し
て
住
職
し
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

八
月
二
十
四
日
に
盛
景
寺
に
住
職
し
た
。
禅
興
寺

を
法
地
開
闢
し
て
自
ら
勧
請
二
世
と
な
っ
て
い

る
。
二
十
七
年
一
月
十
八
日
に
六
十
二
歳
で
示
寂

し
た
。（
山
口
正
章
『
春
日
山
盛
景
寺
小
史
』）

あ
さ
く
ら‒

せ
つ
り
ゅ
う　

朝
倉
雪
立　

 

明
治
三
年（
一
八
七
〇
）－

昭
和
七
年（
一
九

三
二
）

福
井
県
武
生
市
盛
景
寺
二
十
六
世
。
号
は
寒
巌
。

明
治
三
年
、
福
井
県
丹
生
郡
織
田
町
赤
井
谷
の
山

岸
弥
左
衛
門
の
長
男
に
生
ま
れ
る
。
興
泉
寺
の
是

禅
に
つ
い
て
読
み
書
き
、
漢
字
を
学
ぶ
。
受
業
師

及
び
本
師
は
守
拙
瓶
城
。
比
叡
山
、
高
野
山
な
ど

に
も
修
学
求
道
し
て
お
り
、
い
つ
も
白
ひ
げ
を
長

く
垂
れ
、
眼
光
鋭
く
無
欲
淡
白
で
檀
信
徒
か
ら
の

信
望
は
厚
か
っ
た
。
昭
和
七
年
十
一
月
二
日
に
六

十
二
歳
で
示
寂
し
た
。（
山
口
正
章
『
春
日
山
盛

景
寺
小
史
』）

あ
さ
く
ら‒

と
う
か
ん　

朝
倉
透
関　

 

－

昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
）

福
知
山
市
円
浄
寺
五
世
、
福
知
山
市
昌
宝
寺
五

世
、
舞
鶴
市
即
心
寺
九
世
、
綾
部
市
高
台
寺
六

世
。
号
は
普
屋
。
京
都
府
綾
部
市
高
津
町
の
朝
倉

武
左
ヱ
門
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
大
貫
祖

猷
。
京
都
府
第
四
曹
洞
宗
務
所
長
を
務
め
、
円
浄

寺
の
本
堂
、
庫
裡
再
建
に
二
千
百
五
十
円
を
自
附

し
、
高
台
寺
本
堂
再
建
を
は
た
し
た
。
昭
和
十
七

年
七
月
十
六
日
に
示
寂
し
た
。（『
現
代
仏
教
家
人

名
辞
典
』）
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明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
二
）

103

126

あ
さ
だ‒

こ
う
が
い　

浅
田
高
外　

 

弘
化
二
年（
一
八
四
五
）－

大
正
六
年（
一
九

一
七
）

秋
田
県
由
利
郡
竜
門
寺
三
十
六
世
、
本
荘
市
松
ヶ

崎
光
禅
寺
、
秋
田
県
由
利
郡
正
眼
寺
三
十
三
世
、

本
荘
市
赤
田
長
谷
寺
八
世
。
号
は
慧
雲
。
弘
化
二

年
五
月
二
十
五
日
に
能
登
国
羽
咋
郡
富
木
村
に
生

ま
れ
る
。
受
業
師
は
長
野
県
大
町
市
霊
松
寺
の
義

順
、
本
師
は
平
等
覚
宗
。
萬
延
元
年
（
一
八
六

〇
）
夏
に
加
州
大
乗
寺
に
首
先
入
衆
し
、
そ
の

後
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
ま
で
六
年
間
、
總

持
寺
に
安
居
し
た
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、

秋
田
中
教
院
に
て
試
験
を
了
畢
し
、
十
九
年
秋
に

大
学
林
学
課
五
級
の
證
明
状
を
受
け
る
。
慶
応
元

年
夏
、
山
形
県
村
山
郡
泉
蓮
寺
の
仙
龍
再
会
に
お

い
て
立
身
し
、
翌
二
年
秋
、
龍
門
寺
の
前
住
平
等

覚
宗
の
室
に
入
て
嗣
法
す
る
。
同
年
八
月
、
總
持

寺
に
瑞
世
転
衣
し
、
慶
応
三
年
に
光
禅
寺
へ
首
先

住
職
し
、
明
治
元
年
に
正
眼
寺
へ
、
七
年
に
長
谷

寺
へ
、
三
十
五
年
二
月
に
龍
門
寺
へ
昇
住
す
る
。

長
谷
寺
時
代
に
楼
門
、
経
蔵
を
新
築
し
落
慶
式
を

あ
げ
た
が
、
二
十
一
年
に
烏
有
に
帰
し
た
。
し
か

し
、
二
十
三
年
よ
り
三
十
二
年
ま
で
に
諸
堂
の
す

べ
て
を
再
建
し
、
二
丈
六
尺
の
大
仏
を
建
立
し
て

い
る
。
宗
務
所
長
、
組
長
な
ど
を
務
め
、
県
下
の

事
情
を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
生
き
た
秋

田
仏
教
史
と
も
称
さ
れ
た
。
大
正
六
年
七
月
二
十

九
日
に
示
寂
し
て
い
る
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

あ
さ
だ‒

だ
い
せ
ん　

浅
田
大
泉　

 

大
正
七
年（
一
九
一
八
）－

平
成
七
年（
一
九

九
五
）

埼
玉
県
東
松
山
市
浄
空
院
二
十
七
世
、
長
野
県
飯

田
市
増
泉
寺
二
十
五
世
。
号
は
月
庭
。
受
業
師
は

浅
田
大
宗
。
本
師
は
今
枝
法
宗
。
大
正
七
年
十
二

月
十
九
日
に
長
野
県
飯
田
市
大
瀬
木
の
浅
田
大
宗

の
長
男
に
生
ま
れ
る
。
駒
澤
大
学
専
門
部
高
等
師

範
科
国
漢
科
を
卒
業
し
、
永
平
寺
に
安
居
、
沢
木

興
道
ら
に
参
随
し
た
。
浄
空
院
参
禅
道
場
師
家
、

宗
務
庁
書
記
、
課
長
、
管
内
布
教
師
、
青
少
年
教

化
員
、
宗
門
公
認
伊
賀
良
保
育
園
を
開
設
し
、
同

園
長
。
養
護
施
設
慈
恵
園
を
創
設
、
民
生
委
員
、

保
護
司
な
ど
を
務
め
た
。
平
成
七
年
十
月
六
日
に

七
十
六
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』）

あ
さ
の‒

ぜ
ん
じ
ょ
う　

浅
野
善
成　

 

－

明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）

新
潟
県
南
魚
沼
郡
正
眼
寺
二
十
六
世
。
号
は
大

器
。
濃
州
武
儀
郡
関
町
の
浅
野
家
に
生
ま
れ
る
。

近
く
の
正
武
寺
で
得
度
し
た
と
思
わ
れ
、
受
業

師
、
本
師
は
不
詳
。
正
眼
寺
は
幕
末
に
本
堂
改
築

を
起
こ
す
が
、
幕
末
の
動
乱
や
凶
作
、
住
職
の
急

逝
に
よ
っ
て
事
業
は
停
滞
し
、
田
畑
の
質
入
借
金

の
末
に
破
産
し
た
。
そ
の
た
め
雲
洞
庵
の
南
木
国

定
の
命
に
よ
り
、
破
産
再
建
を
旨
と
し
て
善
成
が

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
三
月
十
五
日
に
入
院

し
、
借
財
整
理
、
授
戒
会
修
行
、
大
蔵
経
を
購
入

す
る
な
ど
大
い
に
活
躍
し
た
。
十
五
年
九
月
に
美

濃
関
の
正
武
寺
へ
行
き
、
そ
の
帰
路
に
信
州
松
本

の
中
教
院
下
で
新
寺
建
立
の
こ
と
が
あ
り
、
中
教

院
の
依
頼
を
受
け
て
徒
弟
五
名
と
と
も
に
十
六
年

六
月
に
出
立
し
、
十
月
に
正
眼
寺
を
退
院
し
た
。

三
十
年
八
月
五
日
、
長
野
県
松
本
町
の
善
光
寺
別

当
大
勧
進
説
教
所
に
て
示
寂
し
た
。（『
大
応
山
正

眼
寺
什
物
校
割
簿
』）

あ
さ
の‒

て
つ
ぜ
ん　

浅
野
哲
禅　

 

明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）－

昭
和
五
十
五
年
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愛
知
学
院
大
学
　
教
養
部
紀
要
　
第
58
巻
第
１
号

104

125

（
一
九
八
〇
）

静
岡
県
周
智
郡
大
洞
院
独
住
九
世
、
掛
川
市
最
福

寺
三
十
四
世
、
島
田
市
普
門
院
、
袋
井
市
香
勝

院
、
朝
鮮
郡
山
府
錦
江
寺
。
号
は
大
忍
。
明
治
三

十
年
四
月
六
日
に
愛
知
県
海
部
郡
八
開
村
開
治
に

生
ま
れ
る
。
本
師
は
河
合
楳
音
。
大
正
十
年
に
曹

洞
宗
大
学
を
卒
業
し
、
内
地
留
学
生
と
し
て
秋
野

孝
道
に
参
随
す
る
。
永
平
寺
教
育
係
、
宗
乗
研
究

学
生
、
両
大
本
山
巡
回
布
教
師
、
両
大
本
山
京
城

別
院
院
代
、
特
派
布
教
師
、
満
洲
派
遣
軍
慰
問
布

教
師
、
朝
鮮
郡
山
府
駐
在
布
教
師
（
錦
江
寺
住

職
）、
總
持
寺
単
頭
、
准
師
家
、
報
国
会
指
導
講

師
、
戦
力
増
強
教
化
練
成
動
員
執
行
補
佐
員
講

師
、
僧
侶
勤
労
動
員
適
格
者
修
錬
会
講
師
、
決
戦

報
国
会
常
会
講
師
、
第
十
二
指
定
専
門
僧
堂
主

（
准
師
家
）、
両
大
本
山
特
派
布
教
師
、
教
学
審
議

会
委
員
、
駒
澤
大
学
同
窓
会
評
議
員
、
大
洞
院
専

門
僧
堂
主
（
准
師
家
）、
大
政
翼
賛
会
常
任
委

員
、
大
日
本
戦
時
宗
教
報
国
会
県
支
部
顧
問
、
内

閣
印
刷
局
嘱
託
講
師
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
郡
支
部

副
会
長
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
町
分
会
長
、
国
民
義

勇
隊
郡
別
隊
長
、
県
戦
後
対
策
協
議
会
委
員
、
民

主
警
察
協
議
会
委
員
、
大
日
本
報
徳
社
特
任
講

師
、
町
警
察
署
顧
問
な
ど
を
務
め
る
。
喜
寿
祝
賀

と
し
て
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
に
『
橘
谷
余
韻
』

を
出
版
す
る
。
昭
和
五
十
五
年
四
月
十
六
日
に
八

十
三
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』

『
橘
谷
余
韻
』）

あ
さ
の‒

ふ
ざ
ん　

浅
野
斧
山　

 

慶
応
二
年（
一
八
六
六
）－

大
正
元
年（
一
九

一
二
）

名
古
屋
市
天
年
寺
十
六
世
、
茨
城
県
稲
敷
郡
管
天

寺
三
十
一
世
、
水
戸
市
祇
園
寺
二
十
二
世
、
静
岡

県
田
方
郡
最
勝
院
十
三
世
。
号
は
打
睡
庵
、
提

鈯
。
慶
応
二
年
四
月
二
十
四
日
に
名
古
屋
市
南
鍛

冶
屋
町
の
浅
野
束
穂
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業

師
、
本
師
は
大
島
天
珠
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七

九
）
四
月
八
日
、
洗
月
院
三
世
の
天
珠
に
つ
い
て

得
度
し
、
そ
れ
以
来
、
白
鳥
鼎
三
、
鷹
林
冷
生
に

随
侍
す
る
こ
と
十
二
年
間
に
わ
た
り
、
十
八
年
に

法
持
寺
の
天
珠
の
下
で
立
身
し
て
、
二
十
二
年
十

一
月
三
日
に
天
珠
の
室
に
入
っ
て
嗣
法
し
た
。
二

十
四
年
五
月
一
日
に
永
平
寺
で
転
衣
出
世
し
、
二

十
六
年
三
月
に
天
年
寺
に
首
先
住
職
し
た
。
二
十

八
年
に
曹
洞
宗
大
学
林
へ
入
学
し
、
三
十
二
年
七

月
に
卒
業
し
た
。
そ
の
後
、
内
地
留
学
生
と
な

り
、
京
都
へ
行
き
浄
土
宗
専
門
学
院
長
大
鹿
愍
成

に
つ
い
て
倶
舎
論
、
唯
識
、
因
明
な
ど
を
学
ん

だ
。
続
い
て
東
大
寺
戒
壇
院
長
老
の
上
田
照
遍
に

つ
い
て
華
厳
、
天
台
の
講
義
を
受
け
、
京
都
で
は

臨
済
宗
五
山
の
摂
心
会
に
も
出
席
し
橋
本
峨
山
、

宮
裡
東
昱
ら
に
参
じ
た
。
三
十
五
年
八
月
に
は
曹

洞
宗
大
学
林
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、「
和
融
誌
」

「
禅
」
な
ど
に
多
く
の
論
稿
を
発
表
し
て
い
る
。

三
十
七
年
九
月
に
は
管
天
寺
に
転
住
し
、
四
十
一

年
に
は
祇
園
寺
へ
昇
住
し
た
。
四
十
四
年
六
月
に

は
祇
園
寺
開
山
東
皐
心
越
の
遺
稿
を
収
集
し
た

『
東
皐
全
集
』
を
刊
行
し
、
七
月
に
は
最
勝
院
へ

転
住
し
た
。
そ
の
晋
山
記
念
と
し
て
『
妙
高
山
最

勝
院
縁
起
』、『
最
勝
院
歴
代
御
伝
記
』
を
刊
行
、

続
い
て
『
首
楞
厳
経
』
の
五
十
魔
境
を
説
示
し
た

『
禅
病
論
』
を
著
わ
し
た
。
綿
密
な
る
行
持
、
博

覧
の
学
識
は
当
代
稀
有
の
善
知
識
と
い
わ
れ
、
大

正
元
年
六
月
一
日
に
四
十
七
歳
で
示
寂
し
た
。

（
川
口
高
風
「
浅
野
斧
山
の
伝
記
と
論
稿
、
著

作
」（
圭
室
文
雄
編
『
日
本
人
の
宗
教
と
庶
民
信

仰
』））
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明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
二
）
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あ
さ
の‒

り
ょ
う
か
ん　

浅
野
良
関　

 

明
治
二
十
年（
一
八
八
七
）－

昭
和
四
十
一
年

（
一
九
六
六
）

輪
島
市
蓮
江
寺
三
十
一
世
、
宮
城
県
仙
台
市
龍
沢

寺
二
十
六
世
、
宮
城
県
仙
台
市
宝
船
寺
。
号
は
瑾

峰
。
明
治
二
十
年
十
一
月
二
十
九
日
に
石
川
県
羽

咋
市
千
代
町
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
幕

井
宗
関
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）、
曹
洞
宗
立

名
古
屋
中
学
林
を
卒
業
し
、
八
年
に
は
国
学
院
大

学
を
卒
業
し
て
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
ま
で
仙

台
栴
檀
中
学
教
員
、
總
持
寺
祖
院
都
寺
及
び
講
師

を
務
め
る
。
大
正
六
年
に
宮
城
県
龍
沢
寺
に
首
先

住
職
し
宗
務
所
副
所
長
、
県
社
会
教
育
講
師
、
方

面
委
員
、
小
作
調
停
委
員
、
金
銭
債
務
臨
時
調
停

委
員
、
町
社
会
教
育
委
員
、
県
出
征
軍
人
遺
族
慰

問
教
化
講
師
、
司
法
保
護
委
員
、
金
沢
地
方
裁
判

所
防
犯
協
会
委
員
、
人
事
調
停
委
員
な
ど
も
務
め

た
。
昭
和
二
十
一
年
よ
り
病
床
に
伏
し
、
四
十
一

年
八
月
十
八
日
に
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要

覧
』「
葬
儀
弔
辞
」）

あ
さ
ひ
な‒

け
ん
し
ゅ
う　

朝
比
奈
顕
宗　

 

明
治
二
十
年（
一
八
八
七
）－

昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）

埼
玉
県
秩
父
郡
正
永
寺
十
八
世
、
静
岡
市
浄
元
寺

十
九
世
。
号
は
瑞
巌
。
明
治
二
十
年
五
月
十
七
日

に
静
岡
県
志
太
郡
焼
津
町
鰯
ヶ
島
の
朝
比
奈
喜
平

の
子
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
増
田
芳
年
、
本
師

は
丹
羽
仏
庵
。
明
治
三
十
二
年
十
二
月
八
日
、
千

葉
県
龍
泉
寺
の
増
田
芳
年
に
つ
い
て
得
度
し
、
四

十
一
年
三
月
に
千
葉
県
立
佐
倉
中
学
校
を
卒
業
し

た
。
四
十
三
年
二
月
よ
り
四
十
五
年
二
月
ま
で
永

平
寺
に
安
居
し
た
。
四
十
二
年
冬
、
静
岡
県
洞
慶

院
の
増
田
瑞
明
に
つ
い
て
立
職
し
、
翌
四
十
三
年

二
月
に
は
洞
慶
院
の
丹
羽
仏
庵
の
室
に
入
っ
て
嗣

法
し
た
。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
浄
元
寺
十

九
世
に
就
い
た
が
、
三
年
十
月
に
退
董
し
て
い

る
。
曹
洞
宗
宗
務
所
長
、
管
内
布
教
師
、
特
派
布

教
師
、
不
老
閣
随
行
布
教
師
、
高
祖
大
師
七
百
回

遠
忌
社
会
教
化
運
動
布
教
師
を
務
め
、
そ
の
他
、

機
業
工
場
布
教
師
、
司
法
保
護
委
員
会
常
務
委

員
、
県
仏
教
社
会
事
業
協
会
常
務
理
事
な
ど
も
務

め
た
。
昭
和
二
十
七
年
十
月
二
十
日
に
六
十
六
歳

で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』『
朝
比
奈

顕
宗
履
歴
書
』）

あ
さ
ひ
な‒

し
ほ
う　

朝
比
奈
資
芳　

 

大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）－

昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
）

埼
玉
県
秩
父
郡
正
永
寺
十
九
世
。
号
は
佛
印
。
大

正
十
五
年
十
月
四
日
に
静
岡
県
清
水
市
庵
原
の
長

沢
虎
吉
の
四
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は

丹
羽
廉
芳
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
駒
澤

大
学
文
学
部
仏
教
学
科
を
卒
業
。
二
十
六
年
ま
で

永
平
寺
に
安
居
す
。
五
十
八
年
よ
り
曹
洞
宗
宗
務

庁
審
事
を
務
め
た
。
五
十
九
年
八
月
二
十
一
日
に

五
十
八
歳
で
示
寂
し
た
。

あ
さ
ま‒

か
ん
ざ
ん　

淺
摩
喚
山　

 

嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）－

大
正
元
年（
一
九

一
二
）

厚
木
市
興
教
寺
二
十
二
世
。
号
は
春
應
。
嘉
永
五

年
十
月
十
日
に
神
奈
川
県
中
郡
豊
田
村
の
片
倉
作

右
ヱ
門
の
次
男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
知
道
能

忍
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
津
久
井
郡
津
久
井

村
の
功
雲
寺
に
て
立
職
し
、
大
正
元
年
十
月
十
二

日
に
示
寂
し
た
。
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あ
さ
ま‒

し
ゅ
ん
え
い　

浅
間
俊
英　

 

－

明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）

米
沢
市
林
泉
寺
五
十
世
、
米
沢
市
桃
源
院
十
八

世
。
号
は
月
山
。
俳
人
で
も
あ
り
、
明
治
二
十
二

年
四
月
十
三
日
、
米
沢
市
岩
松
院
に
て
示
寂
し

た
。

あ
さ
ま
き‒

ぜ
っ
け
い　

麻
蒔
舌
溪　

 

天
保
六
年（
一
八
三
五
）－

大
正
七
年（
一
九

一
八
）

愛
知
県
渥
美
郡
長
興
寺
独
住
二
世
、
静
岡
県
周
智

郡
大
洞
院
独
住
一
世
、
愛
知
県
豊
田
市
広
済
寺
二

十
五
世
、
豊
田
市
祐
源
寺
十
四
世
、
埼
玉
県
北
葛

飾
郡
迦
葉
院
十
五
世
。
号
は
浄
山
。
天
保
六
年
正

月
十
九
日
に
愛
知
県
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
超
光

陽
宗
。
能
本
山
東
京
出
張
所
副
監
院
、
永
平
寺
東

京
出
張
所
監
院
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
三

月
二
日
の
二
代
尊
六
百
回
大
遠
忌
の
法
堂
都
管
兼

戒
会
中
直
壇
、
十
八
年
一
月
十
三
日
に
能
本
山
大

禅
師
の
巡
化
侍
者
、
愛
知
県
第
一
号
曹
洞
宗
務
支

局
事
務
取
扱
な
ど
を
務
め
、
大
正
七
年
十
二
月
二

十
四
日
に
示
寂
し
た
。（『
洞
上
高
僧
月
旦
』）

あ
し
う
ら‒

も
く
お
う　

蘆
浦
黙
應　

 

天
保
二
年（
一
八
三
一
）－

明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
二
）

兵
庫
県
川
辺
郡
福
祥
寺
六
世
、
三
田
市
心
月
院
二

十
一
世
。
号
は
機
外
、
別
号
を
醸
雲
。
天
保
二
年

十
一
月
二
十
二
日
に
周
防
玖
珂
郡
今
津
邑
の
岩
国

藩
士
蘆
浦
次
右
衛
門
の
四
子
に
生
ま
れ
る
。
受
業

師
は
立
文
字
禅
。
本
師
は
宜
参
黙
禅
。
天
保
十
年

（
一
八
三
九
）
春
、
岩
国
市
大
応
寺
の
万
仰
に
つ

い
て
沙
弥
と
な
り
、
仏
教
を
学
ぶ
と
と
も
に
藤
村

三
貞
に
つ
い
て
漢
字
を
学
ん
だ
。
十
一
年
、
松
山

市
の
宝
林
寺
の
愚
嘱
に
参
じ
て
『
正
法
眼
蔵
』
を

書
写
し
、
十
三
年
万
仰
の
導
き
で
岩
国
市
の
洞
泉

寺
の
立
文
字
禅
に
つ
い
て
得
度
し
た
。
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）、
行
脚
に
出
て
諸
師
に
参
じ
、
嘉
永

元
年
（
一
八
四
八
）
に
は
宇
治
市
の
興
聖
寺
の
回

天
慧
杲
に
参
じ
、
そ
の
後
、
兵
庫
福
祥
寺
に
転
住

し
た
師
の
字
禅
に
随
侍
し
た
。
四
年
冬
、
亀
岡
市

の
苗
秀
寺
の
結
制
で
鴻
雪
爪
に
参
じ
て
大
悟
し
印

可
を
受
け
、
六
年
再
び
回
天
慧
杲
に
参
じ
た
が
、

回
天
、
字
禅
が
相
次
い
で
遷
化
し
た
た
め
、
江
戸

に
出
て
旃
檀
林
に
掛
錫
し
、
大
訥
愚
禅
ら
に
学
ん

だ
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）、
法
兄
野
坂
黙
禅

を
大
阪
府
池
田
市
の
陽
松
庵
に
訪
ね
、
翌
五
年
夏

に
同
寺
で
立
身
し
、
六
年
三
月
に
黙
禅
の
室
に

入
っ
て
嗣
法
し
た
。
同
年
八
月
に
は
摂
津
福
祥
寺

に
首
先
住
職
し
、
翌
七
年
春
に
永
平
寺
で
転
衣
し

た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
四
月
に
は
心
月
院

に
転
住
し
て
お
り
、
大
学
林
教
授
や
縮
刷
大
蔵
経

校
讐
委
員
な
ど
も
務
め
、
二
十
六
年
六
月
二
十
四

日
に
六
十
二
歳
で
示
寂
し
た
。
四
十
二
年
十
一
月

に
は
弘
津
説
三
に
よ
っ
て
『
黙
應
和
尚
遺
稿
』
が

刊
行
さ
れ
た
。（
弘
津
説
三
『
黙
應
和
尚
遺
稿
』）

あ
じ
お
か‒

ぶ
ん
り
ゅ
う　

味
岡
文
龍　

 

明
治
元
年（
一
八
六
八
）－

昭
和
十
八
年（
一

九
四
三
）

名
古
屋
市
香
積
院
十
八
世
、
尾
西
市
鳳
洲
寺
六

世
。
号
は
旭
山
。
明
治
元
年
十
一
月
十
五
日
に
愛

知
県
の
小
木
家
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
孝
岳
文

忠
。
本
師
は
本
田
賢
光
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八

二
）
八
月
か
ら
十
七
年
二
月
ま
で
愛
知
県
日
進
市

の
龍
谷
寺
に
安
居
し
、
十
七
年
三
月
か
ら
二
十
年

十
月
ま
で
、
二
十
一
年
三
月
か
ら
二
十
四
年
八
月

ま
で
、
二
十
五
年
三
月
か
ら
二
十
七
年
八
月
ま
で

は
石
川
県
金
沢
市
の
天
徳
院
に
安
居
し
、
押
野
太
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寿
の
侍
者
を
務
め
た
。
三
十
年
一
月
に
香
積
院
へ

住
職
し
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
辞
職
し
た

が
、
六
年
七
月
二
十
五
日
に
は
再
住
職
し
た
。
昭

和
十
八
年
六
月
二
十
六
日
に
七
十
六
歳
で
示
寂
し

て
い
る
。

あ
し
か
が‒

て
つ
み
ょ
う　

足
利
哲
苗　

 

文
化
八
年（
一
八
一
一
）－

明
治
二
十
年（
一

八
八
七
）

府
中
市
高
安
寺
二
十
六
世
、
東
京
都
観
栖
寺
十
九

世
。
文
化
八
年
四
月
八
日
に
古
河
藩
士
宮
本
隼
人

の
子
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師

は
祖
岩
哲
道
。
号
は
祖
傳
。
文
政
六
年
（
一
八
二

三
）
十
三
歳
の
春
、
哲
道
の
弟
子
と
な
り
、
天
保

五
年
（
一
八
三
四
）
に
西
多
摩
郡
の
明
白
院
へ
住

職
し
て
法
幢
を
た
て
、
つ
い
で
南
多
摩
郡
恩
方
村

の
観
栖
寺
に
移
り
、
本
堂
を
再
建
し
た
。
弘
化
元

年
（
一
八
四
四
）
八
月
に
三
十
四
歳
で
高
安
寺
に

転
住
し
た
。
当
時
の
高
安
寺
は
財
政
が
悪
く
、
住

職
の
移
動
も
激
し
く
諸
堂
の
荒
廃
は
は
な
は
だ
し

か
っ
た
が
、
哲
苗
は
諸
堂
の
営
繕
や
整
備
を
行
っ

て
多
く
の
徒
弟
を
養
成
し
た
。
野
村
瓜
州
ら
文
人

墨
客
と
の
交
遊
が
あ
り
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八

二
）
に
は
曹
洞
宗
大
学
林
の
開
校
式
に
列
席
し
て

紫
幕
の
寄
付
者
に
加
わ
り
、
十
八
年
に
高
安
寺
を

退
董
し
二
十
年
三
月
二
十
五
日
に
七
十
七
歳
で
示

寂
し
た
。（『
高
安
寺
も
の
語
り
』）

あ
し
ざ
わ‒

せ
き
じ
ょ
う　

葦
澤
碩
定　

 

元
治
元
年（
一
八
六
四
）－

明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）

長
野
県
上
水
内
郡
長
秀
院
二
十
二
世
、
長
野
県
常

松
寺
十
四
世
。
号
は
禅
山
。
本
師
は
祖
峰
堅
宗
。

元
治
元
年
六
月
十
五
日
に
長
野
県
上
水
内
郡
豊
野

町
の
栗
田
弥
惣
治
の
二
男
に
生
ま
れ
る
。
弟
子
に

仁
、
義
、
礼
、
智
、
信
の
五
定
を
教
え
、
地
方
の

名
刹
に
法
縁
を
厚
く
し
た
。
明
治
三
十
八
年
十
月

六
日
に
五
十
歳
で
示
寂
し
た
。

あ
し
な‒

し
ゅ
ん
せ
い　

葦
名
俊
清　

 

明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）－

昭
和
六
十
二

年（
一
九
八
七
）

仙
台
市
妙
心
院
三
十
四
世
。
宮
城
県
栗
原
郡
館
山

寺
二
十
九
世
。
多
賀
城
市
法
性
院
兼
務
住
職
、

七
ヶ
宿
町
東
光
寺
兼
務
住
職
。
号
は
大
智
。
明
治

四
十
一
年
一
月
二
十
日
に
仙
台
市
に
生
ま
れ
る
。

受
業
師
は
三
宅
俊
雄
、
本
師
は
葦
名
徳
隣
。
昭
和

五
年
（
一
九
三
〇
）
三
月
に
曹
洞
宗
立
栴
檀
中
学

校
を
卒
業
し
、
十
五
年
九
月
十
六
日
に
永
平
寺
に

瑞
世
、
同
十
七
日
に
總
持
寺
に
瑞
世
し
た
。
十
六

年
十
二
月
十
七
日
に
栗
駒
町
館
山
寺
に
首
先
住
職

し
、
二
十
年
九
月
に
東
北
学
院
高
等
商
学
部
を
卒

業
し
た
。
二
十
年
十
一
月
か
ら
宮
城
県
宗
務
所
に

勤
務
し
、
二
十
四
年
一
月
に
は
宮
城
県
宗
務
所
賛

事
、
二
十
九
年
一
月
に
栴
檀
学
園
学
監
を
務
め

た
。
三
十
五
年
十
月
に
は
仙
台
市
新
寺
小
路
地
区

区
画
整
理
審
議
会
審
議
員
、
四
十
四
年
九
月
に
は

栴
檀
学
園
東
北
福
祉
大
学
評
議
員
、
四
十
九
年
十

一
月
よ
り
五
十
三
年
十
一
月
ま
で
宮
城
県
宗
務
所

長
を
二
期
務
め
た
。
五
十
一
年
二
月
に
は
曹
洞
宗

東
北
管
区
長
を
二
期
務
め
、
五
十
二
年
十
一
月
に

は
宮
城
県
宗
教
法
人
連
絡
協
議
会
会
長
を
二
期
務

め
て
い
る
。
五
十
三
年
三
月
に
は
宗
門
護
持
会
副

会
長
を
、
五
十
四
年
二
月
に
は
東
北
福
祉
大
学
理

事
、
五
十
四
年
三
月
に
全
国
宗
務
所
長
会
会
長
を

務
め
、
五
十
六
年
六
月
に
曹
洞
宗
宗
議
会
議
員
、

五
十
七
年
十
二
月
に
は
曹
洞
宗
宗
務
庁
出
版
部
長

な
ど
を
務
め
た
。
六
十
一
年
六
月
に
は
仙
台
市
市

政
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
、
六
十
二
年
十
月
十
四
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日
に
八
十
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要

覧
』、「
本
葬
栞
」）

あ
し
ば‒
せ
っ
て
い　

足
羽
雪
艇　

 

明
治
二
十
年（
一
八
六
九
）－

昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）

鳥
取
県
気
高
郡
中
興
寺
二
十
世
、
鳥
取
県
八
頭
郡

龍
徳
寺
二
十
五
世
、
兵
庫
県
氷
上
郡
圓
通
寺
四
十

三
世
、
神
戸
市
福
昌
寺
八
世
。
号
は
黙
庵
。
明
治

二
十
年
二
月
四
日
、
鳥
取
県
東
伯
郡
上
北
条
村
に

生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
松
井
黙
霆
、
本
師
は
福
井

適
水
。
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
二
月
十
五
日
、

兵
庫
県
永
源
寺
の
松
井
黙
霆
に
つ
い
て
得
度
し
、

三
十
五
年
二
月
よ
り
三
十
七
年
一
月
ま
で
可
睡
斎

僧
堂
に
安
居
す
る
。
三
十
七
年
一
月
に
愛
知
県
の

曹
洞
宗
第
三
学
林
第
一
学
年
に
編
入
し
四
十
一
年

に
卒
業
し
た
。
同
年
九
月
に
は
東
京
の
曹
洞
宗
大

学
に
入
学
し
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
に

卒
業
し
た
。
ま
た
、
同
年
九
月
に
京
都
帝
国
大
学

文
科
哲
学
部
に
入
学
し
、
四
年
十
一
月
に
退
学
し

た
。
五
年
十
一
月
か
ら
七
年
十
一
月
ま
で
永
平
寺

に
安
居
し
、
丘
宗
潭
に
つ
い
て
『
正
法
眼
蔵
』
を

参
究
し
た
。
丘
宗
潭
示
寂
後
は
岸
沢
惟
安
に
つ
い

て
『
正
法
眼
蔵
』
を
参
究
し
て
い
る
。
明
治
四
十

三
年
に
名
古
屋
市
万
松
寺
の
吉
川
義
道
に
つ
い
て

立
身
し
、
大
正
五
年
三
月
一
日
に
大
阪
府
長
徳
寺

の
福
井
適
水
の
室
に
入
り
嗣
法
し
た
。
翌
六
年
十

一
月
四
日
に
は
永
平
寺
で
瑞
世
し
て
い
る
。
昭
和

八
年
二
月
二
十
三
日
に
鳥
取
市
天
徳
寺
専
門
僧
堂

の
准
師
家
、
十
八
年
二
月
十
七
日
に
は
神
戸
市
満

福
寺
禅
林
の
師
家
、
十
一
年
四
月
二
十
三
日
に
は

永
平
寺
の
眼
蔵
会
講
師
に
な
り
、
十
五
年
十
月
五

日
に
は
永
平
寺
後
堂
職
に
就
任
し
た
。
二
十
八
年

六
月
に
は
再
び
永
平
寺
眼
蔵
会
講
師
を
依
嘱
さ

れ
、
三
十
年
四
月
十
一
日
に
六
十
九
歳
で
示
寂
し

た
。（『
足
羽
雪
艇
全
集
』）

あ
し
は
ら‒

ぎ
し
ょ
う　

葦
原
義
正　

 

大
正
二
年（
一
九
一
三
）－

昭
和
四
十
四
年

（
一
九
六
九
）

山
形
市
長
源
寺
三
十
世
。
号
は
諦
観
。
大
正
二
年

十
月
二
十
四
日
に
山
形
市
七
日
町
に
生
ま
れ
る
。

本
師
は
葦
原
義
道
。
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

駒
澤
大
学
仏
教
学
科
を
卒
業
し
永
平
寺
に
安
居
す

る
。
宗
務
院
書
記
、
教
区
長
、
大
遠
忌
県
支
部
督

励
委
員
、
山
形
県
第
一
宗
務
所
長
、
山
形
市
市
会

議
員
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
、
少
年
司
法
保
護

司
、
町
選
挙
管
理
委
員
長
、
町
各
宗
仏
教
会
理
事

長
、
慈
眼
寺
日
曜
学
園
長
な
ど
を
務
め
た
。
昭
和

四
十
四
年
一
月
十
三
日
に
五
十
五
歳
で
示
寂
し

た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』、「
傘
松
」
第
三
一
五

号
）

あ
し
は
ら‒

ぎ
ど
う　

葦
原
義
道　

 

明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）－

昭
和
三
十
二
年

（
一
九
五
七
）

山
形
市
長
源
寺
二
十
九
世
。
号
は
泰
嶽
。
明
治
十

七
年
十
二
月
一
日
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
葦
原
道

円
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
曹
洞
宗
第
二

中
学
林
を
卒
業
し
、
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に

曹
洞
宗
大
学
を
卒
業
し
た
。
同
年
に
長
源
寺
へ
住

職
し
、
龍
源
寺
兼
務
、
慈
眼
寺
代
務
を
務
め
た
。

曹
洞
宗
宗
会
議
員
、
宗
会
議
長
、
永
平
寺
顧
問
を

務
め
、
東
北
地
方
に
お
け
る
宗
門
の
重
鎮
の
一
人

で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
二
年
十
月
九
日
に
示
寂
し

た
が
、
永
平
寺
よ
り
監
院
位
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』、「
傘
松
」
第
二
五
七
号
）
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明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
二
）

109

120

あ
し
べ‒

け
ん
ぜ
ん　

芦
辺
鎌
禅　

 

大
正
三
年（
一
九
一
四
）－

平
成
十
年（
一
九

九
八
）

東
京
都
世
田
谷
区
耕
雲
寺
六
世
、
愛
知
県
豊
川
市

安
昌
寺
三
世
、
埼
玉
県
三
郷
市
慈
眼
寺
二
十
世
。

号
は
立
道
。
幼
名
を
「
武
」
と
い
い
、
後
に
「
鎌

禅
」
に
改
名
し
た
。
大
正
三
年
一
月
十
二
日
に
京

都
市
下
京
区
紛
川
町
の
芦
辺
竹
二
郎
の
長
男
に
生

ま
れ
た
。
受
業
師
は
福
山
白
麟
、
本
師
は
福
山
界

珠
。
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
三
月
に
駒
澤
大

学
専
門
部
仏
教
科
を
卒
業
し
、
十
一
年
四
月
に
永

平
寺
に
安
居
し
た
。
二
十
年
十
一
月
よ
り
豊
川
稲

荷
東
京
別
院
執
事
、
永
平
寺
布
教
部
長
、
永
平
寺

東
京
別
院
長
谷
寺
専
門
僧
堂
准
師
家
、
単
頭
、
専

門
僧
堂
視
学
員
、
布
教
教
化
審
議
会
委
員
、
参
禅

道
場
師
家
会
副
会
長
、
駒
澤
大
学
評
議
員
、
駒
澤

大
学
駒
澤
会
会
長
、
駒
澤
大
学
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
名

誉
会
長
な
ど
を
務
め
た
。
四
十
年
よ
り
耕
雲
寺
で

仏
教
文
化
講
話
会
や
参
禅
会
を
開
催
し
て
い
る
。

著
書
に
『
煩
悩
に
遊
ぶ
』『
仏
壇
供
養
の
わ
か
る

本
』
な
ど
が
あ
り
、
機
関
誌
「
耕
雲
」
を
発
刊
し

て
布
教
に
あ
た
っ
た
。
寺
域
を
再
度
移
転
し
て
本

堂
再
建
、
伽
藍
復
興
事
業
に
務
め
、
平
成
十
年
十

一
月
二
十
一
日
に
八
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹

洞
宗
現
勢
要
覧
』、「
傘
松
」
第
六
六
四
号
）

あ
す
き‒

そ
ど
う　

遊
城
祖
道　

 

天
保
五
年（
一
八
三
四
）－

明
治
三
十
二
年

（
一
八
九
九
）

大
宮
市
高
城
寺
十
五
世
、
大
宮
市
東
光
院
十
七

世
、
川
越
市
正
光
寺
。
号
は
覚
城
。
天
保
五
年
埼

玉
県
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
祖
英
。
明

治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
六
月
、
曹
洞
宗
専
門
支

校
学
課
第
五
級
を
卒
業
す
る
。
慶
応
三
年
（
一
八

六
七
）
七
月
に
住
職
以
来
、
寺
子
屋
を
開
き
児
童

の
教
育
に
尽
し
た
。
明
治
五
年
学
制
が
発
布
さ
れ

た
時
、
六
十
名
ほ
ど
の
生
徒
を
引
継
が
れ
た
と
い

わ
れ
、
翌
六
年
六
月
一
日
よ
り
本
堂
を
校
舎
と
し

て
学
校
を
創
設
し
た
。
そ
れ
を
遊
馬
学
校
と
称

し
、
校
章
に
は
寺
紋
の
五
七
桐
を
用
い
た
。
特
に

地
区
社
会
教
育
に
尽
瘁
し
た
。
明
治
三
十
二
年
五

月
二
十
四
日
に
六
十
八
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。

あ
ず
ま‒

け
ん
え
い　

東
憲
英　

 

明
治
二
十
九
年（
一
八
九
六
）－

昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
）

松
江
市
桐
岳
寺
二
十
四
世
、
松
江
市
宝
林
寺
十
五

世
、
島
根
県
飯
石
郡
万
善
寺
二
十
一
世
、
松
江
市

安
養
寺
七
世
、
島
根
県
簸
川
郡
潮
音
寺
。
号
は
覚

雄
。
明
治
二
十
九
年
一
月
一
日
に
島
根
県
邑
智
郡

高
原
村
大
字
高
見
の
東
国
成
の
三
男
に
生
ま
れ

る
。
本
師
は
慧
光
泰
憲
。
名
古
屋
市
円
通
寺
、
島

根
県
退
休
寺
の
陸
鉞
巌
に
随
侍
す
る
。
管
内
布
教

師
、
島
根
県
第
二
宗
務
所
長
、
松
江
刑
務
所
教
誨

師
、
方
面
委
員
、
社
会
教
育
委
員
、
民
生
委
員
、

山
陰
家
庭
学
院
常
置
評
議
員
な
ど
を
務
め
た
。
昭

和
四
十
年
二
月
十
四
日
に
七
十
歳
で
示
寂
し
た
。

（『
洞
門
龍
象
要
覧
』）

あ
ず
ま‒

け
ん
り
ゅ
う　

東
賢
隆　

 

明
治
十
年（
一
八
七
七
）－

大
正
十
五
年（
一

九
二
六
）

東
京
都
多
摩
市
高
西
寺
二
十
一
世
、
東
京
都
多
摩

郡
清
光
院
。
号
は
紹
山
。
明
治
十
年
五
月
十
四
日

に
秋
田
県
由
利
郡
下
濱
村
に
生
ま
れ
る
。
受
業

師
、
本
師
は
東
賢
英
。
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

四
月
に
清
光
院
の
東
賢
英
に
つ
い
て
得
度
、
二
十

七
年
夏
に
普
門
院
の
松
戸
祖
栄
に
つ
い
て
立
身
、

同
年
八
月
に
東
賢
英
の
法
を
嗣
い
だ
。
高
等
中
学
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愛
知
学
院
大
学
　
教
養
部
紀
要
　
第
58
巻
第
１
号

110

119

林
、
日
本
中
学
校
国
学
院
、
学
習
院
高
等
部
に
学

ん
だ
後
、
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
、
政
治
法
律

を
学
ん
だ
後
に
哲
学
科
を
修
了
す
る
。
こ
の
間
、

根
本
通
明
に
随
っ
て
漢
学
も
研
鑚
し
た
。
三
十
一

年
四
月
、
永
平
寺
で
転
衣
し
、
三
十
二
年
一
月
に

は
清
光
院
に
首
先
住
職
し
た
。
大
学
を
卒
業
す
る

や
支
那
留
学
生
収
容
の
学
校
を
起
し
て
活
動
し
た

が
支
那
事
変
の
た
め
に
頓
挫
し
た
。
稀
に
み
る
才

子
と
称
さ
れ
た
が
、
大
正
十
五
年
十
月
十
一
日
に

南
洋
麻
尼
剌
の
南
天
寺
に
て
病
気
で
示
寂
し
た
。

（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

あ
ず
ま‒

こ
う
ど
う　

東
耕
道　

 

－

明
治
二
十
四
年（
一
八
九
一
）

長
崎
県
北
松
浦
郡
東
光
寺
二
十
三
世
。
号
は
佛

圀
。
両
親
の
菩
提
の
た
め
、
平
戸
の
勝
尾
岳
に

あ
っ
た
松
浦
家
菩
提
寺
の
臨
済
宗
普
門
寺
が
明
治

維
新
の
際
廃
寺
と
な
り
、
そ
の
本
堂
を
金
二
百
十

円
で
買
受
け
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
四
月
に

東
光
寺
本
堂
と
し
て
移
転
建
立
し
た
。
明
治
二
十

四
年
二
月
二
十
四
日
に
示
寂
し
て
い
る
。

あ
ず
ま‒

し
ゅ
う
こ
う　

東
秀
孝　

 

明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）－

昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）

長
野
県
南
安
曇
郡
の
金
松
寺
五
世
、
長
野
県
南
安

曇
郡
の
正
真
院
五
世
。
号
は
至
道
。
明
治
十
六
年

十
月
二
十
二
日
に
長
野
県
南
安
曇
郡
梓
川
村
に
生

ま
れ
る
。
受
業
師
は
東
秀
道
、
本
師
は
東
秀
山
。

近
藤
秀
顕
や
東
幹
雄
、
東
健
三
ら
に
参
随
し
た
。

長
野
中
学
校
を
卒
業
後
、
東
京
外
国
語
学
校
に
入

学
し
た
。
管
内
布
教
師
、
郡
仏
教
会
長
、
保
護
司

な
ど
を
務
め
る
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

十
二
月
一
日
に
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要

覧
』）

あ
ず
ま‒
そ
し
ん　

東
祖
心　

 

明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）－

昭
和
四
十
一
年

（
一
九
六
六
）

佐
賀
県
小
城
郡
福
田
寺
徒
弟
。
号
は
大
応
。
明
治

十
六
年
八
月
五
日
に
佐
賀
県
小
城
郡
牛
津
町
の
大

島
家
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
東
大
心
。

宇
治
市
興
聖
寺
の
西
野
石
梁
に
参
随
し
た
。
二
十

九
年
（
一
八
八
六
）
八
月
に
福
田
寺
の
東
大
心
に

つ
い
て
得
度
し
、
同
年
冬
、
長
崎
県
諫
早
市
の
天

祐
寺
松
山
大
定
の
随
意
会
に
入
衆
し
、
三
十
七
年

夏
、
興
聖
寺
に
お
い
て
立
身
し
て
、
続
い
て
興
聖

寺
僧
堂
に
五
年
間
、
大
阪
市
陽
松
庵
僧
堂
に
四
年

間
安
居
し
た
。
中
国
公
主
嶺
市
の
仏
心
寺
の
初
代

開
山
で
、
日
本
人
や
中
国
人
に
対
す
る
布
教
活
動

及
び
関
東
軍
軍
人
に
対
す
る
参
禅
指
導
を
行
っ

た
。
昭
和
四
十
一
年
十
月
二
十
六
日
に
八
十
四
歳

で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）
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